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ホルスタイン乳牛に発生した地方病性牛白血病の3症例
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要約

食欲不振および削痩を呈したホルスタイン種乳牛3頭が、顕著な体表リンパ節の腫大、細胞診による腫蕩細

胞の確認および牛白血病ウイルス抗体陽性所見から地方病性牛白血病と診断された。 LDHアイソザイム2と3

活性値の和、および血清チミジンキナーゼ活性値はいずれの症例でも高値を呈したが、著しいリンパ球増多症

を呈したのは3頭のうち l頭だけであった。血清チミジンキナーゼ活性値は、リンパ節腫大の程度が大きいほ

どより高値を示す傾向を示したが、 LDHアイソザイムではそのような傾向はみられなかった。

牛白血病は地方病性(成牛型)と原因不明の散発型に

大別され、地方病性牛白血病(Enzooticbovine leukosis 

EBL)は牛白血病ウイルス (BLV)感染に起因する[1、2]。

EBLの潜伏期間は長く、 BLVに感染後無症状のまま数

年間経過し、リンパ球増多症、様々なリンパ節の腫大と

それに関連する臨床症状を発現する[l.2]。リンパ球増多

症またはリンパ節腫大を示さない症例では、臨床的な診

断が困難となる[3]0LDHアイソザイム分析または血清

チミジンキナーゼ (TK)活性値の測定が牛白血病発症

マーカーとして利用されることがあるが、活性値と病態

の関係は明らかではない[4]。今回、リンパ球増多症ま

たは体表リンパ節の著しい腫大を呈し、生前に診断が確

定した典型的な EBL3症例に遭遇し、牛白血病発症マー

カーを含む臨床所見および病理所見の関連を考察したた

めその概要を報告する。

症 伊j

症例ホルスタイン種、 3歳6カ月齢の雌で、最終

分娩は6カ月前である。第1病目、食欲不振および発熱

を主訴として初診となった。初診時体温40.5'C、心拍数

90/分、呼吸致40/分で、肺音粗励、軟使、およひ左右の
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腸骨下リンパ節腫大が認められた。抗生剤および解熱鎮

痛剤を投与されたが、状態は改善されなかった。臨床所

見とリンパ球増多による著しい末梢血白血球増多症(白

血球数38，800/1ドI、リンパ球数34，920/同)所見から牛白

血病を疑い、血清ゲJレ内沈降反応(Agargelim皿une也f-

fusion : AGID)を実施したところ BLV抗体検査陽性を

呈した。第8病日に病性鑑定のため帯広畜産大学に搬入

された。表lに第8病日の血液および血液生化学検査所

見を示す。貧血、リンパ球増多症、末梢血への異型リン

パ球出現 (90%以上)、 LDHの著増 (6，750IU/L)が

認められた。 LDHアイソザイム分析ではLDHl-5す

べての分画で高値を示し、 LDH2とLDH3の和は3，965

IU/Lであった。また血清TK活性は22U!Lであった。

右腸骨下リンパ節の細針吸引生検 (FineN eed)e Aspira 

tion: FNA)による細胞診では、明瞭な核小体を有する

大型不整形核または類円形核をもっリンパ芽球が主体で

あり、分裂像も認められた(図1)。

症例2:ホルスタイン種、 3歳8カ月齢の雌で、最終

分娩は5カ月前である。食欲不振を主訴として初診と

なった。初診時体温.38.3'C、心拍数88/分で、左右の腸

骨下リンパ節の著しい腫大が認められた。また直腸検査
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